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インターネット時代の台⾵情報
•

 
科学観測データの

 爆発的な増⼤
•

 
シミュレーション

 精度の向上
•

 
⼀般参加型のデー

 タ収集の拡⼤
•

 
気象庁と⺠間気象

 会社のバトル？
台⾵200918号の進路
気象庁



「デジタル台⾵」プロジェクト
 http://www.digital-typhoon.org/

•
 

情報の取得から集約、
 配信、提⽰等を⽀え

 る、情報抽出や検索
 技術、ネットワーク
 を研究している。

•
 

台⾵上陸時には約
 100万PV／⽇。

•
 

多数のサイトを展開
 （本⽇は2つ紹介）。



台⾵情報の分類：時間軸

•
 

過去の情報は、アナログ情報もあり、遡
 及的に収集し⼊⼒していく必要がある。

•
 

現在の情報は、有償・無償を含めてネッ
 ト上から⼊⼿可能になりつつある。

•
 

未来の情報は、シミュレーションやアン
 ケートなどを実施する必要がある。
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去
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在

未
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台⾵情報の分類：公共・個⼈軸

•
 

公共的な情報は、特定の視点に依存しな
 い情報。客観的な観測データ、公共的な
 ニュース報道。

•
 

個⼈的な情報は、個⼈の視点に依存する
 情報。「参加型」プラットフォーム。
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台⾵情報の分類：直接・間接軸

•
 

直接的な情報は、対象を直接⾒る（感じ
 る）ことで得られる情報。

•
 

間接的な情報は、直接的な情報を集約し
 編集することで得られる情報。
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本⽇の発表内容の位置づけ

•
 

両者とも、リアル空間での体験を共有す
 る参加型情報基盤を扱っているという意
 味で共通する問題意識がある。

台⾵メモリーズ ツイフーン
•過去
•個⼈的
•直接的

•現在
•個⼈的
•直接的



台⾵メモリーズ
 http://memories.eye.tc/

•
 

可視化・可聴化を⽤
 いて、リアル空間に
 てデータを体感でき
 るシステムを構築。



コンセプト



伊勢湾台⾵メモリーズ2009

•
 

2009年9⽉12⽇：
 東京会場（⽇本科

 学未来館）
•

 
⼊場者350-400名

•
 

台⾵災害に関⼼の
 ある⽅々、未来館
 にたまたま来てい
 た⽅々等。

•
 

2009年9⽉23⽇：
 名古屋会場（名古

 屋都市センター）
•

 
⼊場者400-450名

•
 

伊勢湾台⾵の被災
 者の⽅々、その家
 族、伊勢湾台⾵を
 知りたい⽅々等。

伊勢湾台⾵50年事業として開催



システム構成

体験撮影ウェブカム

3⾯プロジェクタ

データ可視化サーバ

参加者

OGC Web Service

コントローラ

地図・データ配信サーバ
（会場外）

体験書き込みパソコン

OGC
Web

Service

伊勢湾台⾵
メモリーズ2009
のシステム構成

Recording API

ディスプレイケーブル

体験記録ウェブサーバ
（会場外）



伊勢湾台⾵⾼潮データベース  http://earth.nii.ac.jp/hydrosphere/isewan-typhoon/

•
 

気象庁の報告
 (1961)をデジ
 タル化。地図が

 合わない。。
•

 
⾼潮の最⾼⽔位、

 浸⽔開始時刻等。
•

 
OGC Web 
Service (WMS)

 を通して提供。



記録映像（デモ）



実写型ハザードマップ



伊勢湾台⾵メモリーズ2009
 バーチャル版



評価
•

 
実⼨⼤の⾼潮が怖かった。
– 海抜4.5mの⾼潮というのは、数字だけでは

 実感がわかない。⾃分の⽬で⾒て、その⼤き
 さ(⾼さ）を体験することが必要。

•
 

私の体験を⼦供たちに伝えていかねば。
– 被災者の⽅々の記憶を振り返る効果があった。

•
 

あの時は⼤変だったわね。そうね。
– ⾼潮マップという場を囲んで被災者の⽅々の

 インタラクションが始まった。



ツイフーン
 http://twiphoon.eye.tc/

•
 

台⾵でいまどう
 なってますか？と

 いう情報を共有。
•

 
各地の個⼈の体験

 を、マイクロブロ
 グ（ツイッター）
 経由で⼊⼒し集約。

•
 

台⾵200918号では
 553個のツイート。http://twiphoon.eye.tc/

@twiphoon
 

/ Twitter



システム構成

ツイフーン
http://twiphoon.eye.tc/

デジタル台⾵
http://www.digital-typhoon.org/

台⾵発⽣通知 台⾵経路通知

ツイート

Mentions API

ツイッター
http://twitter.com/

@DigitalTyphoon@Twiphoon

ウェブユーザ

@DigitalTyphoon
Followers

Follower Follower

Twiphoon
参加者

台⾵
ハッシュタグ

ツイート

ツイート

ツイフーンの
システム構成

ツイート



ツイフーン地図



評価
•

 
通報型アーキテクチャ：明⽰的に意思を

 ⽰した⼈から情報を集約。件数は少なく
 なるが、情報としては扱いやすい。

•
 

ハッシュタグ：@twiphoonを名前空間的
 に利⽤。利⽤状況はおおむね良好。

•
 

固有表現（特に地名）認識：⾃然⾔語処
 理では誤りが多い。地名表記には簡便な
 ソリューションがない。GPSに期待？



台⾵なう！
•

 
台⾵はいまドコ？

 という情報を共有。
•

 
⾮⾃分（地球）中

 ⼼(exocentric)な
 情報から、⾃分中
 ⼼(egocentric)な
 情報へ。

•
 

ユーザのコンテキ
 ストに合わせた情
 報を提供。

http://typhoonnow.eye.tc/
@TyphoonNow

 
/ Twitter



考察
•

 
ミュージアムやツイッターという「場」

 からリアル空間での体験を「引き出し」、
 情報空間で「まとめサイト」を実現。

•
 

リアル空間における情報のフローを、ど
 うやって情報空間における情報のストッ
 クに変換していくか？

•
 

その「場」に没⼊して体験することと、
 ⼀歩引いた視点から全体を俯瞰すること
 の両⽅が必要。



まとめと今後の課題
•

 
台⾵情報を対象とした参加型情報基盤の

 例として、「台⾵メモリーズ」と「ツイ
 フーン」を紹介した。

•
 

台⾵メモリーズ：⼤空間を使って実演で
 きる場所が少ないため、ウェブとの組み
 合わせによって活⽤を進める。

•
 

ツイフーン：ツイッターのエコシステム
 の進化に合わせて、「デジタル台⾵」全
 体像の中での位置づけを考えていく。
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